






 
要約 これまで報告を見ない軟骨無形成症（遺伝子診断にて確定）性小人症の脛骨に線維

性骨異形成症を合併した症例の診断と治療経緯の報告である。10 歳時に病変部の掻爬と骨
移植を施行した。その後、右脛骨骨近位（病巣より近位と思われる部位）にて 2 回にわた
り骨延長術を行い、右脛骨全体で 215mmの延長が達成された。しかし、線維性骨異形成病
変の再発と拡大をきたした。19 歳時に、再度病巣掻はと骨移植を施行し、経過観察中であ
る。線維性骨異形成病変が存在する近くでの骨延長は慎重でなければならない。 


